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三
豊
市
鳥
獣
被
害
対
策
協
議
会
は
、

・
香
川
県
農
協
三
豊
地
区
営
農
セ
ン
タ
ー

・
三
豊
農
業
共
済
組
合

・
香
川
県
猟
友
会
（
高
瀬
、
観
音
寺
支
部
）

・
香
川
県
西
讃
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

・
三
豊
市
農
業
振
興
課

の
5
団
体
で
平
成
23
年
7
月
に
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
各
団
体
が
相
互
に
協
力
し
て
市

内
の
有
害
鳥
獣
を
適
切
に
管
理
す
る
こ
と

で
、
地
域
農
業
の
振
興
お
よ
び
三
豊
市
の

活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

主
な
活
動
内
容
は
、

・
野
生
鳥
獣
に
よ
る
被
害
の
防
止
対
策

　

の
実
施
に
関
す
る
こ
と

・
各
種
補
助
事
業
等
に
よ
る
取
り
組
み

　

と
そ
の
推
進
に
関
す
る
こ
と 

・
鳥
獣
被
害
を
減
少
さ
せ
る
た
め
に
必

　

要
な
こ
と

・
そ
の
他
対
策
協
議
会
の
目
的
を
達
成

　

す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と

国
の
補
助
事
業
と
し
て
は
「
鳥
獣
被
害

防
止
総
合
支
援
事
業
」
を
利
用
す
る
こ
と

　

地
域
の
取
り
組
み
事
例

河
内
鳥
獣
会

ア
ラ
イ
グ
マ
防
除
従
事
者

山
本
町
河
内
地
区
は
、
数
年
前
か
ら
イ

ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作
物
被
害
が
発
生
し
始

め
、
近
年
は
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。
当
時
、
河
内
地
区
に
は
狩
猟
者
が

少
な
く
、
被
害
が
拡
大
し
て
い
き
ま
し
た
。

平
成
23
年
3
月
、
農
家
の
人
た
ち
を
中

心
に
農
作
物
の
被
害
対
策
を
行
う
た
め
「
河

内
鳥
獣
会
」
が
設
立
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
将
来
的
に
は
集

落
を
守
る
た
め
、
集
落
防
護
柵
の
設
置
等

も
検
討
し
て
い
ま
す
。

自
分
た
ち
の
地
域
は

自
分
た
ち
で
守
る

現
在
、
河
内
鳥
獣
会
は
非
農
家
の

人
を
含
め
2
4
7
人
の
会
員
が
い
ま

す
。
各
自
治
会
か
ら
の
寄
付
金
・
負

担
金
や
市
の
補
助
事
業
を
利
用
し
て
、

狩
猟
免
許
を
取
得
し
、
箱
お
り
も
7

基
購
入
し
ま
し
た
。
今
で
は
、
9
人

の
狩
猟
免
許
所
持
者
が
い
ま
す
。
以

前
は
、
狩
猟
者
に
頼
り
き
り
に
な
っ

て
い
た
の
で
す
が
〝
自
分
た
ち
の
地

域
は
自
分
た
ち
で
守
ろ
う
〞
と
い
う

こ
と
で
、
ベ
テ
ラ
ン
の
狩
猟
者
に
ア

ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
な
が
ら
、
切
磋

琢
磨
し
て
い
ま
す
。
今
の
と
こ
ろ
3

頭
の
イ
ノ
シ
シ
を
捕
獲
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

今
年
は
、
免
許
を
取
っ
た
ば
か
り

で
、
捕
獲
区
域
が
限
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
来
年
以
降
は
、
河
内
地
区
で
の

広
域
的
な
捕
獲
活
動
を
し
て
い
く
予

定
で
す
。

高
瀬
町
二
ノ
宮
地
区
の
宮
﨑
和
代
さ
ん

は
、
1
年
前
か
ら
ア
ラ
イ
グ
マ
に
よ
る
梨
・

ス
イ
カ
・
サ
ツ
マ
イ
モ
等
の
食
害
被
害
を

受
け
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
宮
﨑
さ
ん
は
、
県
の
主
催
す
る
防

除
従
事
者
講
習
会
を
受
講
し
、
ア
ラ
イ
グ
マ

防
除
従
事
者
と
し
て
捕
獲
を
行
っ
て
い
ま

す
。
市
で
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
る
箱
お
り

を
利
用
し
、
平
成
23
年
9
月
現
在
で
11
頭
の

ア
ラ
イ
グ
マ
を
捕
獲
し
ま
し
た
。

ア
ラ
イ
グ
マ
防
除
従
事
者

　
　
　
　
　
　

宮
﨑
和
代
さ
ん

有
害
鳥
獣
対
策
は
、
個
々
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
地
域
で
の
連
携
し
た
取
り
組
み
が
必
要

で
す
。
地
域
で
の
取
り
組
み
に
対
し
、
補
助
事
業
を
利
用
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
農
業
振
興
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

農
業
振
興
課　

☎
73
・
3
0
4
0

有害鳥獣駆除対策事業

協議会を設立し農作物被害を防ぐ！
三豊市ではイノシシ・アライグマ・サルなどの有害鳥獣
によるさまざまな被害が広がっています。被害情報・目撃
情報ともに市内各地で報告されており、今後さらに被害の
拡大が予想されます。そこで、平成 23年 7月に関係 5団
体で三豊市鳥獣被害対策協議会を設立し、関係者が相互に
協力することにより、被害の拡大防止に取り組んでいます。

三
豊
市
鳥
獣
被
害
対
策
協
議

会
と
は

主
な
補
助
事
業
は

で
、
箱
お
り
の
購
入
や
動
物
用
発
信
器
の

導
入
、
集
落
防
護
柵
の
整
備
な
ど
に
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
年
度
の
事
業

予
定
と
し
て
、
イ
ノ
シ
シ
駆
除
用
の
箱
お

り
を
購
入
す
る
予
定
で
す
。

市
の
補
助
事
業
は
、
次
の
3
事
業
で
す
。

い
ず
れ
の
事
業
も
、
事
後
（
購
入
後
）
の

申
請
に
つ
い
て
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
補
助
金
の
交
付
を
希
望
さ
れ
る
人

は
、
事
前
に
農
業
振
興
課
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

●
被
害
対
策
用
ネ
ッ
ト
等
設
置
事
業

水
田
・
畑
等
の
農
作
物
を
鳥
獣
か
ら
守

る
た
め
に
ネ
ッ
ト
・
金
網
・
電
気
柵
等
を

設
置
す
る
際
の
経
費
に
対
し
て
、
2
分
の

1
を
補
助
し
ま
す
。

※
補
助
金
限
度
額
は
10
万
円
で
す
。

受
益
戸
数
2
戸
以
上
の
場
合
で
一
体
的

に
整
備
す
る
際
、
ネ
ッ
ト
・
金
網
・
電
気

柵
等
を
設
置
す
る
際
の
経
費
に
対
し
て
、

3
分
の
2
を
補
助
し
ま
す
。　
　

※
補
助
金
限
度
額
は
年
間
30
万
円
で
す
。

●
駆
除
用
罠
具
購
入
補
助
事
業

市
内
狩
猟
免
許
取
得
者
お
よ
び
防
除
従

事
者
が
く
く
り
罠
・
箱
お
り
を
購
入
す
る

際
の
経
費
に
対
し
て
、
3
分
の
1
を
補
助

し
ま
す
。

※
補
助
金
限
度
額
は
、
く
く
り
罠
の
場
合

　

2
万
円
、
箱
お
り
の
場
合
5
万
円
で
す
。

●
狩
猟
免
許
取
得
補
助
事
業

市
内
在
住
者
が
狩
猟
免
許
を
新
規
に
取

得
す
る
際
、
受
験
手
数
料
と
初
心
者
講
習

会
受
講
料
の
2
分
の
1
を
補
助
し
ま
す
。

※
合
格
者
の
み
補
助
対
象
と
な
り
ま
す
。

イ
ノ
シ
シ
被
害
対
策

狩
猟
期
間
以
外
に
は
、
有
害
鳥
獣
捕
獲

許
可
申
請
に
基
づ
き
、
イ
ノ
シ
シ
の
駆
除

を
猟
友
会
に
依
頼
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
農
家
自
身
が
自
営
捕
獲
を
行
う

た
め
、狩
猟
期
間
に
限
り
、条
件
付
き
で
「
囲

い
わ
な
」
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ア
ラ
イ
グ
マ
被
害
対
策

ア
ラ
イ
グ
マ
防
除
従
事
者
講
習
会
を
年

間
2
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
講
習
を
受
講

後
、
市
に
申
請
・
登
録
す
る
こ
と
で
、
ア

ラ
イ
グ
マ
の
捕
獲
・
運
搬
が
可
能
に
な
り

ま
す
。

現
在
で
、
2
2
6
人
の
防
除
従
事
者
が

登
録
さ
れ
て
お
り
、
今
年
度
も
冬
に
開
催

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

サ
ル
被
害
対
策

平
成
23
年
度
に
サ
ル
追
い
払
い
用
の
電

動
ガ
ン
を
購
入
し
、
追
い
払
い
活
動
を
支

援
し
ま
す
。

市
内
で
は
、
自
分
た
ち
で
有
害
鳥
獣
対
策
を
し
よ
う
と
い
う
動
き
も
出
て
き
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
「
地
域
ぐ
る
み
で
農
作
物
を
守
ろ
う
」
と
有
害
鳥
獣
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
る
河
内
鳥
獣
会
と
、
ア
ラ
イ
グ
マ
防
除
従
事
者
の
宮
﨑
和
代
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

▲狩猟専門部のメンバー

河
内
鳥
獣
会

白
川
良
三
さ
ん

▲講習会で捕獲器を組みたてる受講者

1
年
く
ら
い
前
に
、
ス
イ
カ
に
被

害
が
出
始
め
て
、
最
初
は
カ
ラ
ス
か

な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

市
農
業
振
興
課
の
職
員
に
見
て
も
ら

う
と
、
ア
ラ
イ
グ
マ
の
可
能
性
が
高

い
と
の
こ
と
で
、
防
護
ネ
ッ
ト
を
張

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
あ
ま
り
効

果
が
な
く
、
自
分
で
捕
獲
し
よ
う
と

思
い
、
防
除
従
事
者
講
習
会
を
受
講

し
ま
し
た
。
講
習
は
、
半
日
だ
け
で

し
た
が
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
梨
の
被
害
が
多
く
、
約
50
キ

ャ
リ
ー
く
ら
い
の
被
害
を
受
け
て
い

ま
す
。
ア
ラ
イ
グ
マ
を
多
く
捕
獲
し

ま
し
た
が
、
ま
だ
被
害
が
出
て
い
る

状
況
で
す
。

1
人
で
も
多
く
の
人
が
防
除
従
事

者
講
習
会
を
受
講
し
、
連
携
し
て
ア

ラ
イ
グ
マ
の
防
除
に
取
り
組
め
ば
、

も
っ
と
早
く
被
害
が
減
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。


